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1 はじめに














Quality of Experience(以下 QoE)[2] を利用してネットワークを設計
する手法について検討する．本研究では，ユーザがサービスを利用す
る際に発生する待ち時間をユーザのQoSと捉え，以下ユーザのサービ














は利得及び損失量を x，心理変化量を f(x)とすると式 (1)となる．こ
こで aは利得に対する心理変化の仕方を，bは損失に対する心理変化の





5の値を示すことと，人間は一般的に l = 3であることが知られている
[3]．これは個人の性格に基づいて，それぞれ異なる値を持つ．図 1 に




−lxb(x < 0) (1)
本研究では価値関数を，本研究においてネットワークを利用する各ユー
ザが QoS と各ユーザの経験，性格から QoEを導出する為の数理モデ
ルに利用する．本研究では損失回避性バイアス l をユーザの性格，予想
配送時間をユーザの経験とする．また，本研究では価値関数における利
得及び損失に対する心理変化の仕方を定める定数 a, b を経験的に一般







































































本研究の性能評価モデルでのパケット配送手順を，次の 1.～ 5. に
示す．





























ルータに定めたパラメータを表 1 に示す．平均要求発生率 λ は，イン
ターネット上のサービスを，Webサイト閲覧，動画配信サービス，双方
向通信サービスにおける必要帯域幅を網羅する値とする．平均パケッ
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